
 

令和５年度  指定管理者モニタリングレポート 

 

施設名 とりごえ温泉 栖の宿 

所在地 鳥栖市河内町２３５２番地 

指定管理者 

名 称 株式会社 篠原建設 

代表者 代表取締役 篠原 隆行 

住 所 鳥栖市蔵上町５８７番地の１ 

モニタリングにあた

っての基本方針・方法

等 

・事業計画書及び事業報告書並びにチェックシートでの確認 

・現地調査 ・ヒアリング 

・利用者アンケート 

担当部課 

経済部 農林課 

TEL：０９４２－８５－３５６３ 

E－mail：nourin@city.tosu.lg.jp 

 

 業務の履行状況 サービスの質 サービス提供の安定性 

結果判定 ４ ４ ４ 

 

■ モニタリングの総括コメント 

 施設及び設備の保守については、仕様書や事業計画書に基づき概ね順調に管理がなされていた。 

料飲売上は令和４年度以降、増加傾向にあり昨年度と比較すると18.7％の増である。それに対

し、宿泊売上、施設売上は昨年度と比較すると約10％～15％の減であった。宿泊に関して、令和４

年度は全国旅行支援が実施されたことで宿泊利用が大きく増加したが、終了されたことにより利用

者、売上ともに減少したものと考えられる。 

支出面は昨年度と比較すると全体的に削減されており、光熱水費、消耗品費、燃料費は特に削減

されていた。全体的に費用削減が図れたこと、料飲売上がけん引したことで黒字化が達成できたと

考えられる。 

アンケート結果から見て取れる利用者満足度の高さは、施設を担うスタッフ各自の努力の賜物だ

と評価したい。今後も利用者のニーズに応えるサービスの提供に努めていただきたいと考える。 

 

■ 今後の改善項目等 

施設や機械・機器等が老朽化や耐用年数の経過等により、修繕・更新が必要な箇所が増加傾向に

ある。修繕や更新の順番や費用について年度単位での更新・整備計画に基づき、施設・機械の管理

を適切に行っていきたい。 



モニタリングの基本項目 
モニタリング結果の 

概況と改善項目 

サービスレベルの 

要求水準 

サービスレベルの 

達成状況（実績） 

業
務
の
履
行
状
況 

事業・業務の状況 事業・業務状況は良好

である。 

 

施設稼働率８割以上を

維持するよう努める。 

自主事業の継続した取組と

施設の維持管理等求められ

ている水準を大きく上回っ

ている。 

【４】 

管理運営における基本

体制の状況 

良好な管理運営がなさ

れており、市への連絡

は延滞なく行われてい

る。 

施設の維持管理状況 施設の維持管理状況は

良好である。 

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
状
況 

職員サービスや広報等

の状況 

職員の対応については

概ね良好である。 

アンケート調査等を行

い、改善に努める。 

スタッフの接客内容につい

て、アンケート結果により利

用者から高く評価するとの

回答を得た。 

【４】 

施設運営上のサービス

状況 

利用者の満足度を図る

ためのアンケート調査

結果を運営に活かし、

サービスを向上させる

よう指導。 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
安
定
性
の
状
況 

通常サービス業務の収

入状況 

昨年度と比較すると、

宿泊売上、施設売上は

減少していた。 

通常サービス分の収支

状況の黒字化を目指

す。 

収入面で見ると料飲売上は

昨年度と比較し、大きく増加

していた。支出面で見ると、

全体的に削減されていた。 

全体的に費用削減が図れた

こと、料飲売上がけん引した

ことで黒字化が達成できた

と考えられる。 

【４】 

通常サービス業務の支

出状況 

昨年度と比較すると、

全体的に支出を削減さ

れていた。 

自主事業の収入状況 昨年度と比較すると、

料飲売上の収入は大き

く増加した。 

自主事業の支出状況 昨年度と比較すると、

全体的に支出を削減さ

れていた。 



判定基準 

 

それぞれの項目のモニタリングは、チェックシート等により行いますが、モニタリングレポ

ートにあるサービスレベルの要求水準に対する達成状況の判定は以下の基準により、判定する

こととします。 

 

評 語 判定基準 

５ 

大変優れている 
求められる水準を大きく上回り、新しい取組を行っている 

４ 

優れている 
求められる水準を上回っている 

３ 

標準 
求められる水準を満たしている 

２ 

劣っている 
求められる水準を下回っており、改善が必要 

１ 

大変劣っている 
求められる水準を大きく下回っており、抜本的な見直しが必要 

 

とし、３（標準）を基本に評価を行います。 

 

感染症の行動規制が緩和され、宿泊、宴会、ランチ利用を中心に収入は昨年度と比較し、2割ほど増加した。 

世界情勢による物価高騰や円安等による影響で支出も 2割ほど増加した。 

収支は約 230万円の赤字となり、昨年度と比較するとほぼ横ばいの結果となった。 

 


